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平
成
31
年
度
第
18
回
通
常
総
代
会
が
、

３
月
28
日
㈭
午
後
２
時
よ
り
、
長
野
市
長

野
県
自
治
会
館
に
お
い
て
総
代
１
４
５
名

（
本
人
79
名
、
書
面
議
決
66
名
）
の
出
席

を
頂
き
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

冒
頭　

酒
井
組
合
長
よ
り
、
第
７
期
総

代
の
改
選
に
あ
た
り
３
月
25
日
に
選
挙
会

を
開
催
し
総
代
定
数
の
候
補
者
に
よ
る
無

投
票
で
決
定
さ
れ
た
事
、
参
与
委
員
の

方
々
に
つ
い
て
も
定
数
で
の
決
定
を
頂
い

た
事
の
報
告
と
現
総
代
・
参
与
委
員
の

方
々
の
組
合
運
営
に
ご
協
力
頂
い
た
事
へ

の
御
礼
が
あ
り
ま
し
た
。　

　

ま
た
、
昨
年
度
か
ら
の
懸
案
事
項
の
、

本
所
・
長
野
支
所
の
事
務
所
移
転
に
つ
い

て
は
、
関
係
機
関
の
ご
理
解
ご
協
力
に
よ

り
、
新
事
務
所
を
長
野
市
芹
田
に
構
え

る
事
が
出
来
た
の
で
、
役
職
員
心
機
一

転
、
一
層
地
域
林
業
の
発
展
に
取
組
む
旨

の
決
意
と
、
戦
後
植
栽
さ
れ
た
人
工
林
が

利
用
で
き
る
状
況
と
な
っ
て
き
た
が
、
依

然
と
し
て

木
材
価
格

が
満
足
の

出
来
る
価

格
と
な
っ

て
い
な
い 第

18
回
通
常
総
代
会
開
催

が
、
組
合
の
使
命
と
し
て
組
合
員
皆
様
の

森
林
を
健
全
な
姿
に
す
る
事
と
、
木
材
生

産
の
低
コ
ス
ト
化
を
推
進
し
森
林
所
有
者

皆
様
へ
の
利
益
還
元
に
努
め
て
行
く
事
、

４
月
１
日
よ
り
ス
タ
ー
ト
す
る
森
林
経
営

管
理
制
度
は
、
市
町
村
が
森
林
所
有
者
に

代
わ
っ
て
森
林
管
理
を
行
う
画
期
的
な
制

度
で
あ
る
の
で
、
組
合
の
方
針
と
し
て
、

「
木
を
伐
っ
て
、
使
っ
て
、
植
え
る
」
と

い
う
森
林
資
源
の
循
環
利
用
を
目
指
す
事
、

手
入
れ
不
足
の
森
林
・
所
有
者
不
明
の
森

林
・
境
界
不
明
の
森
林
等
の
解
消
に
向
け

管
内
市
町
村
へ
全
面
的
に
協
力
し
て
行
く

と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
度
は
、
主
た
る
組
合
事
業
の

組
合
員
所
有
林
の
森
林
整
備
を
、
森
林
経

営
計
画
を
基
に
搬
出
間
伐
を
中
心
に
推
進

す
る
と
と
も
に
、
機
関
造
林
事
業
（
請
負

の
森
林
整
備
）
の
入
札
に
も
積
極
的
に
参

加
し
事
業
確
保
に
努
め
ま
し
た
。
ま
た
、

木
造
公
共
建
物
案
件
受
注
に
も
積
極
的
に

取
組
み
木
材
利
用
の
推
進
が
出
来
た
反
面
、

食
品
加
工
事
業
の
売
上
減
が
事
業
進
捗
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。
総
取
扱

高
は
１
６
・
９
９
億
円
で
計
画
比
１
１

６
％
と
な
り
、
森
林
整
備
は
、
８
７
８
ha

余
を
実
施
し
、
木
材
の
取
扱
量
は
、
４
６
，

８
８
０
㎥
余
を
搬
出
し
ま
し
た
。
森
林
経

営
計
画
樹
立
累
計
面
積
は
１
１
，
９
７
７

ha
と
な
り
管
内
民
有
林
の
約
16
％
を
樹
立

出
来
ま
し
た
。

　

労
働
安
全
衛
生
に
つ
い
て
は
、「
休
業

４
日
以
上
の
人
身
災
害
発
生
が
０
件
で
あ

り
ま
し
た
。」
引
続
き
「
災
害
発
生
の
起

き
な
い
職
場
風
土
づ
く
り
」
を
目
指
し
て

参
り
ま
す
。

　

議
長
に
は
、
長
野
市
鬼
無
里
の
宮
下
一

宏
氏
を
選
出
し
、
10
議
案
す
べ
て
原
案
通

◎
永
年
勤
続
被
表
彰
者

30
年
以
上
一
般
職
員　

西
山
支
所
長�

伊
藤　

賢
治

25
年
以
上
一
般
職
員　

食
品
加
工
係�

芦
澤　

晴
雄

25
年
以
上
技
能
職
員　

更
埴
支
所�

渡
辺　

澄
男

20
年
以
上
一
般
職
員　

長
野
支
所
長�

池
田　

真
朗

20
年
以
上
技
能
職
員　

長
野
支
所�

本
山　

博
章

10
年
以
上
技
能
職
員　

更
埴
支
所�

岩
本　

賢
一

10
年
以
上
技
能
職
員　

長
野
支
所�

大
貫　

賢
二

10
年
以
上
技
能
職
員　

長
野
支
所�

田
沼　

宏
之

10
年
以
上
技
能
職
員　

北
部
支
所�

寺
島　

裕
則

◎
全
国
森
林
組
合
連
合
会
長
表
彰

長
野
支
所
長�

池
田　

真
朗

須
高
支
所　

技
能
職
員�

野
平　

大
介

更
埴
支
所　

技
能
職
員�

北
澤　

厚
治

木材の取扱量（㎥） 森林整備 新植 下刈 除伐Ⅰ除伐Ⅱ除伐Ⅲ 間伐 搬出
間伐 枝打 その他 計

販売事業 1,227 受託 4 25 13 0 0 288 225 0 83 638
林産事業 9,628 請負 22 37 0 2 0 21 90 0 59 231
受託林産事業 26,000 治山 0 0 0 9 0 0 0 0 0 9
林産請負 11,253 合計 26 62 13 11 0 309 315 0 142 878
加工事業 1,741（ペレット 369㌧

オガ粉 477㎥ 含む）作業道・作業路開設 28,341ｍ

合計 49,849

平成30年度　取扱実績 （単位：ha）

平成30年度　損益計算書・令和元年度　損益計画 （単位：千円）
平成30年度実績 事業区分 令和元年度計画

取 扱 高 損　　益 損　　益 取 扱 高
13,539 △ 7,973 指 導 △ 8,964 12,759
629,209 94,086 販 売 94,153 464,338
272,229 5,138 加 工 16,984 405,845
438,543 14,874 森 林 整 備 37,290 249,436
315,924 110,977 利 用 134,771 330,887

1 1 林 地 供 給 0 0
540 540 福 利 厚 生 432 432

29,293 5,153 購 買 3,942 23,927
2 2 金 融 2 2

1,699,280 222,798 合 計 278,610 1,487,626
　 221,515 事業管理費 276,930 　
　 1,283 事 業 利 益 1,680 　
　 △ 99 事業外損益 2,280 　
　 1,184 経 常 利 益 3,960 　
　 6,011 特 別 損 益 0 　
　 △ 984 法人税·住民税·事業税 △ 985 　
　 6,211 当期剰余金 2,975 　

※取扱高には、受託事業含む

り
可
決
決
定
さ
れ
ま
し
た
。　

　

来
賓
と
し
て
、
長
野
地
域
振
興
局
局
長

代
理
佐
藤
林
務
課
長
、
北
信
森
林
管
理
署

川
村
署
長
、
長
野
県
森
林
組
合
連
合
会
会

長
代
理
林
副
会
長
理
事
、
農
林
中
央
金
庫

関
東
業
務
部
田
中
部
長
代
理
各
位
か
ら
ご

祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。
議
事
終
了
後
、
組

合
長
よ
り
永
年
勤
続
職
員
へ
の
表
彰
状
の

授
与
・
全
国
森
林
組
合
連
合
会
会
長
表
彰

の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
を
代

表
し
て
伊
藤
賢
治
氏
よ
り
謝
辞
を
頂
き
、

村
石
副
組
合
長
の
言
葉
で
閉
会
と
な
り
ま

し
た
。

全議案可決決定されました

議
長
　
長
野
市
鬼
無
里
の

　
　
　
宮
下
総
代
様
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１
．
経
営
管
理
体
制
の
強
化
と
透
明
化
を
推
進
す
る
。

２
．
健
全
な
森
林
づ
く
り
と
森
林
整
備
に
係
る
木
材
生
産
・
販
売
に
よ
り
組
合
員
皆
様

へ
の
利
益
還
元
に
努
め
る
。

３
．
木
材
製
品
の
利
用
と
販
売
の
推
進
を
図
る
。

４
．
労
働
災
害
が
起
き
な
い
安
全
な
職
場
づ
く
り
に
努
め
る
。

５
．
将
来
を
担
う
人
材
確
保
と
育
成
を
図
る
。

長
野
森
林
組
合
　
令
和
元
年
度
重
点
項
目

理
事
会
開
催

第
４
回
理
事
会�

開
催
日　

平
成
30
年
12
月
12
日

《
議　
　

事
》

第
１
号
議
案　

第
三
四
半
期
の
事
業
報
告
と
年
度

末
見
込
み
に
つ
い
て

第
２
号
議
案　

総
代
・
参
与
委
員
の
選
出
に
つ
い
て

第
３
号
議
案　

職
員
等
の
年
末
賞
与
の
支
給
に
つ

い
て

第
４
号
議
案　

林
業
機
械
リ
ー
ス
支
援
事
業
へ
の

取
組
み
に
つ
い
て

追
加
議
案　

長
野
県
に
よ
る
森
林
組
合
常
例
検

査
の
指
示
書
と
改
善
内
容
に
つ
い
て

《
承
認
議
案
》

第
１
号　

理
事
と
の
利
益
相
反
契
約
に
つ
い
て

《
報
告
事
項
》

第
１
号　

平
成
31
年
度
間
伐
等
森
林
整
備
促
進
対

策
事
業
の
要
望
に
つ
い
て

第
２
号　

長
野
県
森
林
組
合
連
合
会
に
よ
る
監
査

実
施
の
報
告
に
つ
い
て

第
３
号　

北
部
支
所
管
理
の
土
地
建
物
の
処
分
の

件
に
つ
い
て

第
４
号　

本
所
・
長
野
支
所
の
新
事
務
所
に
係
る

件
に
つ
い
て

第
５
号　

交
付
金
の
自
主
返
納
の
件
に
つ
い
て

第
６
号　

組
合
契
約
規
定
に
伴
う
入
札
参
加
資
格

者
名
簿
に
つ
い
て

第
７
号　

戸
隠
連
絡
所
の
閉
鎖
の
件
に
つ
い
て

　

�

　

第
５
回
理
事
会�

開
催
日　

平
成
31
年
３
月
６
日

《
議　
　

事
》

第
１
号
議
案　

平
成
30
年
度
資
産
査
定
結
果
及
び

貸
倒
引
当
金
（
案
）
に
つ
い
て

第
２
号
議
案　

平
成
30
年
度
決
算
及
び
剰
余
金
処

分
（
案
）
に
つ
い
て

第
３
号
議
案　

平
成
31
年
度
事
業
計
画
（
案
）
に

つ
い
て

第
４
号
議
案　

総
代
会
の
招
集
及
び
総
代
会
に
附

議
す
る
事
項
に
つ
い
て

第
５
号
議
案　

規
約
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

第
６
号
議
案　

要
領
の
制
定
に
つ
い
て

（
不
適
正
事
案
対
応
要
領
、
役
員

責
任
調
査
委
員
会
設
置
要
領
）

第
７
号
議
案　

規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

（
賞
罰
委
員
会
規
程
、
職
制
規
程
）

第
８
号
議
案　

固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

（
本
所
駐
車
場
の
舗
装
、
水
路
敷

の
購
入
）

第
９
号
議
案　

長
野
県
に
よ
る
森
林
組
合
常
例
検
査

の
指
示
書
と
改
善
内
容
に
つ
い
て

第
10
号
議
案　

長
野
県
森
林
組
合
連
合
会
に
よ
る

指
導
監
査
の
指
摘
事
項
と
改
善
報

告
に
つ
い
て

第
11
号
議
案　

役
員
定
年
制
に
つ
い
て

《
承
認
議
案
》

第
１
号　

理
事
と
の
利
益
相
反
契
約
に
つ
い
て

《
報
告
事
項
》

第
１
号　

組
合
員
の
加
入
・
脱
退
の
件
に
つ
い
て

第
２
号　

総
代
会
の
開
催
要
領
等
に
つ
い
て

第
３
号　

年
末
賞
与
の
支
給
状
況
に
つ
い
て

第
４
号　

決
算
賞
与
の
支
給
状
況
に
つ
い
て

第
５
号　

各
専
門
委
員
会
か
ら
の
報
告
に
つ
い
て

第
６
号　

林
業
機
械
リ
ー
ス
支
援
事
業
の
入
札
結

果
に
つ
い
て

第
７
号　

平
成
31
年
度
新
規
職
員
採
用
の
件
に
つ

い
て

第
８
号　

長
野
森
林
組
合
運
動
方
針
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て

　

�
　

第
１
回
理
事
会�

開
催
日　

平
成
31
年
４
月
26
日

《
議　
　

事
》

第
１
号
議
案　

理
事
の
各
人
別
報
酬
額
の
決
定
に

つ
い
て

第
２
号
議
案　

組
合
加
入
金
の
額
の
決
定
に
つ
い
て

第
３
号
議
案　

利
用
料
及
び
手
数
料
の
額
の
決
定

に
つ
い
て

第
４
号
議
案　

固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

（
高
性
能
林
業
機
械
、
パ
ソ
コ

ン
・
サ
ー
バ
ー
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
、
食
品
加
工
工
場
機
械
設
備
）

第
５
号
議
案　

固
定
資
産
の
処
分
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

（
建
物
、
機
械
装
置
）

第
６
号
議
案　

規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

（
一
般
職
員
給
与
規
程
、
職
制
規

程
、
契
約
規
程
）

追
加
議
案　

理
事
就
業
関
係
内
規
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

《
承
認
議
案
》

第
１
号　

理
事
と
の
利
益
相
反
契
約
に
つ
い
て

《
報
告
事
項
》

第
１
号　

専
門
委
員
会
等
か
ら
の
報
告
に
つ
い
て

第
２
号　

債
権
回
収
の
件
に
つ
い
て

第
３
号　

本
所
駐
車
場
の
舗
装
の
件
に
つ
い
て

第
４
号　

本
所
・
長
野
支
所
の
事
務
所
屋
根
塗
装

の
件
に
つ
い
て

第
５
号　

一
級
建
築
士
採
用
の
件
に
つ
い
て

第
６
号　

戸
隠
連
絡
所
閉
鎖
の
件
に
つ
い
て

第
７
号　

役
員
視
察
研
修
実
施
の
件
に
つ
い
て

　

組
合
だ
よ
り　

な
が
の
Ｖ
ｏ
ｌ
．
36
で

お
知
ら
せ
し
た
本
所
・
長
野
支
所
の
事
務

所
移
転
に
つ
い
て
、
昨
年
12
月
17
、
18
日

の
両
日
役
職
員
で
、
長
野
市
城
山
公
民
館

別
館
（
旧
蔵
春
閣
）
か
ら
新
事
務
所
（
長

野
市
芹
田
）
へ
引
越
し
を
行
い
、
19
日
か

ら
業
務
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

新
事
務
所
の
敷
地
内
に
桜
の
木
が
４
本

あ
り
ま
す
が
、
今
年
の
春
の
気
温
が
低

か
っ
た
た
め
長
い
間
花
を
観
賞
出
来
ま
し

た
。
ま
た
、
駐

車
場
が
土
砂
の

た
め
雨
が
降
る

と
あ
ち
こ
ち
に

水
溜
り
が
出
来

る
状
況
で
す
の

で
舗
装
工
事
を

予
定
し
て
お
り

ま
す
。

　

お
近
く
に
お

越
し
の
際
は
お

寄
り
下
さ
い
。

本
所
・
長
野
支
所
事
務

所
に
つ
い
て

第
１
回
監
事
会

�

開
催
日　

平
成
31
年
４
月
26
日

《
議　
　

事
》

第
１
号
議
案　

監
事
の
各
人
別
報
酬
額
の
決

定
に
つ
い
て

第
２
号
議
案　

平
成
31
年
度
監
査
会
等
の
計

画
（
案
）
に
つ
い
て

監
事
会
開
催

新事務所（東通り沿い）
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昨
年
12
月
末
、
高
山
村
蕨わ
ら
び温
泉
の
改
修

工
事
が
完
了
致
し
ま
し
た
。
こ
の
工
事
で

は
、
地
域
の
皆
様
や
高
山
村
役
場
の
意
向

も
あ
り
、
高
山
村
産
の
木
材
を
使
用
し
ま

し
た
。

　

木
材
は
、
高
山
村
牧
区
の
区
有
林
か
ら
、

主
に
六
〇
年
生
の
唐
松
を
伐
り
出
し
ま
し

た
。
桁
や
梁
に
は
大
径
材
が
使
用
さ
れ
て

お
り
、
長
い
も
の
で
は
10
ｍ
程
、
太
い
も

蕨わ
ら
び

温
泉
ふ
れ
あ
い
の

湯 （
高
山
村
） 
改
修

工
事
を
行
い
ま
し
た

校　舎　内

　

内
装
に
は
千
曲
市
産
の
唐
松
が
ふ
ん
だ

ん
に
使
用
さ
れ
て
お
り
、
校
舎
棟
に
は
各

階
に
廊
下
を
兼
ね
た
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

が
設
け
ら
れ
、
開
放
的
で
木
質
感
に
包
ま

れ
た
空
間
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
特
別
教
室
棟
や
部
室
棟
に
は
構

造
材
に
も
地
元
産
の
木
材
が
使
用
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

３
月
、
長
野
市
問
御
所
町
に
「
ま
ち
な

か
広
場
ト
イ
レ
」
が
完
成
し
ま
し
た
。
場

所
は
、
善
光
寺
表
参
道
に
面
し
た
セ
ン
ト

ラ
ル
ス
ク
ウ
ェ
ア
の
敷
地
内
で
、
現
在
、

再
開
発
に
よ
る
公
園
整
備
が
進
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。
工
事
に
は
長
野
市
産
材
の
木

材
が
使
わ
れ
ま
し
た
。
柱
に
は
杉
を
桁
や

梁
に
は
唐
松
が
使
わ
れ
、
構
造
か
ら
内
装
、

外
装
ま
で
ふ
ん
だ
ん
に
木
材
が
使
用
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　

長
野
市
で
は
、「
公
共
建
築
物
の
木
材

利
用
促
進
方
針
」
に
基
づ
き
、
低
層
の
建

物
に
お
い
て
は
木
造
化
を
図
る
よ
う
努
め

る
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
各
地
域
で
の
公
共
事
業
に
、
地

域
材
が
活
用
さ
れ
る
よ
う
、
営
業
・
普
及

活
動
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

千
曲
市
立
戸
倉
上
山
田

中
学
校
の
建
替
え
工
事

が
竣
工
し
ま
し
た

長
野
市
産
材
で
「
ま

ち
な
か
広
場
ト
イ

レ
」
が
出
来
ま
し
た

浴　室　内

の
で
は
直
径
36
㎝
あ
り
ま
す
。

　

化
粧
丸
太
は
伐
り
出
す
時
に
傷
が
つ
か

な
い
様
、
１
本
づ
つ
ク
レ
ー
ン
で
吊
っ
て

搬
出
し
、
そ
の
後
、
高
圧
水
で
丁
寧
に
皮

を
剥
き
仕
上
げ
ま
し
た
。
建
物
全
体
で
は
、

68
本
の
化
粧
丸
太
が
使
用
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　

そ
の
他
に
も
内
壁
や
外
壁
、
天
井
な
ど

の
板
材
や
造
作
材
に
も
村
産
材
が
使
わ
れ

て
お
り
ま
す
。

　

浴
槽
か
ら
は
重
厚
な
唐
松
の
軸
組
を
見

る
こ
と
が
出
来
ま
す
し
、
木
の
ぬ
く
も
り

に
溢
れ
た
空
間
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

建て方状況

外　　観
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昨
年
度
よ
り
北
部
支
所
を
中
心
に
、

「
ス
マ
ー
ト
林
業
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
Ｎ
Ａ

Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
」
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。
ス

 「
ス
マ
ー
ト
林
業 

タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
」

に
よ
る
取
組
み

マ
ー
ト
林
業
と
は
、
Ｉ
Ｔ
技
術
を
活
用
し

て
森
林
の
管
理
を
「
効
率
化
・
情
報
化
」

す
る
取
組
み
の
事
を
言
い
ま
す
。
そ
し
て
、

ス
マ
ー
ト
林
業
を
活
用
し
た
長
野
県
モ
デ

ル
を
構
築
し
よ
う
と
い
う
県
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
「
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ

Ｏ
」
で
あ
り
、
当
組
合
も
そ
の
協
議
会
メ

ン
バ
ー
に
な
っ
て
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

　

当
組
合
の
具
体
的
な
取
組
と
し
て
は
、

「
ド
ロ
ー
ン
利
用
詳
細
森
林
情
報
整
備
業

務
」
の
中
で
、
信
濃
町
の
間
伐
施
業
前
の

森
林
調
査
と
し
て
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
空

撮
を
行
い
ま
し
た
。
半
日
で
約
10   

ha
の

撮
影
を
行
い
、
事
務
所
で
画
像
解
析
を
し

て
樹
種
ご
と
の
本
数
・
胸
高
直
径
・
樹
高

が
分
か
る
の
で
材
積
の
確
認
も
で
き
、
面

的
に
正
確
な
森
林
情
報
の
把
握
が
出
来
ま

し
た
。
通
常
は
、
か
な
り
の
人
員
と
日
数

を
か
け
て
森
林
の
現
地
調
査
を
行
い
ま
す

が
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
調
査
は
短
時
間
で

情
報
収
集
出
来
る
の
で
、「
森
林
の
施
業

計
画
の
省
力
化
と
効
率
化
」
が
図
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
針
葉
樹
と
広
葉
樹
の
混
ざ
る

森
林
で
は
、
樹
種
の
判
読
、
特
に
広
葉
樹

の
判
読
精
度
が
低
い
傾
向
が
み
ら
れ
る
の

で
、
胸
高
直
径
や
樹
高
の
把
握
精
度
を
向

上
さ
せ
る
た
め
に
は
、
地
域
別
の
樹
種
の

混
交
状
況
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
別
の
取
組
み
と
し
て
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し
て
の
木
材
検
知
（
材

積
の
調
査
）
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。
従

来
の
検
知
で
は
、
材
の
長
さ
・
末
口
を
調

査
し
野
帳
に
記
録
し
事
務
所
に
持
ち
帰
り

パ
ソ
コ
ン
に
入
力
・
計
算
し
材
積
の
把
握

を
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
て
か
ら
は
、
画
面
に
表
示
さ
れ
る

径
級
（
末
口
）
を
タ
ッ
チ
し
て
い
く
だ
け

で
検
知
が
出
来
る
た
め
作
業
効
率
が
上
が

り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
所
有
者
ご
と
に
丸

太
を
区
別
す
る
現
場
で
は
、
土
場
に
所
有

北
部
支
所
　
技
師
　
伊
　
東
　
大
　
介

者
別
に
材
を
別
け
て
置
く
必
要
が
あ
っ
た

の
で
す
が
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
で
は
、
フ
ォ

ワ
ー
ダ
（
運
材
車
輛
）
に
材
を
積
む
際
に

検
知
を
す
る
の
で
、
所
有
者
ご
と
に
材
積

管
理
が
出
来
る
と
と
も
に
、
山
土
場
の
運

用
効
率
の
改
善
が
図
れ
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
県
内
で
も
特
に
素
材
生
産

量
が
多
い
地
区
に
お
け
る
ド
ロ
ー
ン
を
活

用
し
た
森
林
情
報
把
握
や
、
航
空
レ
ー
ザ

の
解
析
精
度
に
係
る
課
題
（
地
域
別
デ
ー

タ
不
足
や
混
交
林
の
樹
種
判
読
精
度
の
向

上
）
の
解
決
に
向
け
た
航
空
レ
ー
ザ
解
析

の
実
施
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

ス
マ
ー
ト
林
業
に
更
に
取
組
み
、
森
林

施
業
・
業
務
の
効
率
化
を
図
り
組
合
員
皆

様
の
森
林
整
備
の
推
進
を
図
っ
て
参
り
ま

す
。

使用したドローン
（Phantom 4Pro、ＤＪＩ社製）

画像処理により完成したオルソ画像
（１本１本の樹種が、はっきり分かります）

木
材
検
知
ア
プ
リ
（
本
数
と
材
積
が
現
場
で
分
か
り
ま
す
）

現
場
で
の
入
力
状
況
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あ
り
ま
し
た
。
市
販
製
品
の
組
み
立
て
よ

り
苦
労
し
た
分
、
一
層
木
に
親
し
み
を
感

じ
た
体
験
で
あ
っ
た
事
が
感
じ
ら
れ
、
大

き
な
思
い
出
に
な
っ
た
事
と
思
い
ま
す
。

　

組
合
と
し
て
は
、
子
供
た
ち
に
、
森
林

の
大
切
さ
や
、
木
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
、
今
後
も
継
続
し
て
色
々
な
木

育
活
動
を
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

木
育
活
動
（
木
工
体
験
）
を
行
い
ま
し
た

　

当
森
林
組
合
で
は
、
木
材
の
地
産
地
消

を
目
的
と
し
た
木
育
活
動
（
木
工
体
験
）

を
平
成
29
年
度
か
ら
戸
隠
小
学
校
で
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

　

木
工
体
験
は
、
通
常
５
、
６
年
生
を
対

象
に
行
い
ま
す
が
、
平
成
30
年
度
は
３
、

４
年
生
を
対
象
に
小
さ
い
イ
ス
の
作
製
を
、

授
業
参
観
日
に
併
せ
て
保
護
者
の
方
々
と

一
緒
に
行
い
ま
し
た
。
部
材
は
キ
ッ
ト
化

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
金
槌
で
釘
を
打
ち
な

が
ら
組
み
立
て
る
た
め
、
慣
れ
な
い
作
業

で
大
変
そ
う
で
し
た
が
、
お
父
さ
ん
、
お

母
さ
ん
達
と
楽
し
げ
に
作
っ
て
い
る
様
子

は
、
私
達
も
こ
の
木
工
体
験
活
動
を
企
画

し
て
良
か
っ
た
と
思
わ
せ
て
く
れ
る
も
の

で
し
た
。
部
材
は
、
地
元
戸
隠
の
林
業
活

動
グ
ル
ー
プ
に
よ
り
戸
隠
の
森
林
か
ら
切

り
出
し
た
ス
ギ
材
を
、
業
者
さ
ん
に
加
工

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
の
ふ
る
さ
と
の

木
を
使
っ
て
の
木
工
体
験
が
子
供
た
ち
の

心
に
残
り
、
大
き
く
な
っ
て
も
思
い
出
し
、

い
つ
ま
で
も
木
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に

し
て
く
れ
る
と
、
こ
の
活
動
も
大
き
な
意

義
を
持
つ
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
６
年
生
は
卒
業
制
作
と
し
て
、
学

有
林
の
手
入
れ
の
と
き
に
自
分
た
ち
で
伐

採
し
た
カ
ラ
マ
ツ
を
林
内
か
ら
運
び
出
し
板

材
に
加
工
し
、
戸
隠
産
の
ス
ギ
材
と
組
み
合

わ
せ
て
マ
ガ
ジ
ン
ラ
ッ
ク
を
作
製
し
ま
し
た
。

昨
年
の
卒
業
制
作
の
ベ
ン
チ
と
マ
ッ
チ
す
る

よ
う
に
完
全
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
製
品
の
作
製
を

計
画
し
た
た
め
、
組
立
に
大
変
苦
労
し
ま
し

た
が
、
み
ん
な
で
協
力
し
て
作
り
上
げ
る
事

が
で
き
、
完
成
し
た
と
き
の
喜
び
は
大
き
な

も
の
だ
っ
た
よ

う
で
す
。

　

後
日
、
生
徒

の
皆
さ
ん
か
ら

感
想
文
を
頂

き
ま
し
た
が
、

「
作
る
こ
と
の

大
変
さ
や
楽
し

さ
、
い
つ
か
自

分
で
木
工
を

や
っ
て
み
た
い

等
」
の
言
葉
が

森
林
づ
く
り
推
進
課
　
技
師
　
武
　
内
　
美
　
江

　

夏
場
に
特
に
気
を
つ
け
た
い
の
が

「
マ
ダ
ニ
」
で
す
。
マ
ダ
ニ
は
、
森
林
だ

け
で
は
な
く
民
家
の
裏
山
や
裏
庭
、
畑
、

あ
ぜ
道
な
ど
屋
外
に
生
息
す
る
吸
血
性

の
ダ
ニ
で
、
日
本
全
国
に
幅
広
く
生
息

し
て
い
ま
す
。
近
年
、
マ
ダ
ニ
に
よ
る

咬
傷
を
主
な
感
染
経
路
と
し
て
発
症
す

マ
ダ
ニ
対
策
に
つ
い
て

マ
ガ
ジ
ン
ラ
ッ
ク
作
製
の
様
子

完
成
し
た
マ
ガ
ジ
ン
ラ
ッ
ク

る
感
染
症
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
の

が
「
Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
（
重
症
熱
性
血
小
板
減
少

症
候
群
）」
で
、
２
０
１
１
年
に
原
因
と

な
る
ウ
ィ
ル
ス
が
特
定
さ
れ
ま
し
た
。
Ｓ

Ｆ
Ｔ
Ｓ
ウ
ィ
ル
ス
に
感
染
す
る
と
６
日
～

２
週
間
潜
伏
期
間
を
経
て
、
発
熱
、
食
欲

低
下
、
嘔
吐
、
下
痢
、
腹
痛
な
ど
の
症
状

が
現
れ
る
ほ
か
、
頭
痛
や
筋
肉
痛
、
意
識

障
害
、
皮
下
出
血
な
ど
の
症
状
を
引
き
起

し
死
に
至

る
ケ
ー
ス

が
近
年
報

告
さ
れ
て

い
ま
す
の

で
服
装
等

注
意
頂
き
、

刺
咬
さ
れ

た
場
合
は
、

医
療
機
関

を
受
診
し

て
下
さ
い
。
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本
年
度
の
安
全
祈
願
祭
を
５
月
14
日
㈫

長
野
市
東
町
の
「
武
井
神
社
」
で
開
催
し
、

酒
井
組
合
長
以
下
理
事
者
・
職
員
・
技
能

職
員
約
１
０
０
名
が
参
列
し
、
一
年
間
の

無
事
故
・
無
災
害
を
齋
藤
神
官
に
祈
願
し

て
頂
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
長
野
県
自
治
会
館
大
会
議
室

で
、
北
信
森
林
管
理
署
三
島
次
長
様
、
長

野
地
域
振
興
局
林
務
課
今
井
技
師
様
を
来

賓
に
お
迎
え
し
安
全
衛
生
研
修
会
を
協
力

事
業
体
も
参
加
し
開
催
し
ま
し
た
。
新
規

採
用
技
能
職
員
へ
辞
令
交
付
、
安
全
衛
生

推
進
委
員
６
名
へ
の
任
命
書
の
交
付
、
無

　

４
月
１
日
付
で
新
た
に
「
安
全
衛
生
推

進
委
員
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

目
的
は
、
組
合
の
統
一
し
た
安
全
意
識

の
向
上
を
図
り
、
所
属
す
る
支
所
の
労
働

災
害
防
止
に
努
め
、
安
全
衛
生
活
動
が
ス

ム
ー
ズ
に
推
進
さ
れ
、
安
全
衛
生
管
理
体

制
を
強
化
す
る
た
め
に
設
置
し
ま
し
た
。

　

安
全
衛
生
推
進
委
員
は
、
各
支
所
か
ら

１
名
推
薦
頂
き
、「
11
・
18
／
３
・
２
労

働
災
害
再
発
防
止
検
討
委
員
会
」
で
審
査

し
組
合
長
に
答
申
さ
れ
ま
し
た
。

安
全
祈
願
祭
、
安
全
衛
生
研
修
会
を
開
催

安
全
衛
生
推
進
委
員
会
を
新
た
に
設
置

木 材 市 況

　市場では、スギについては、価格がやや値
下がり傾向ですが需要は旺盛です。
　カラマツについては、高値で安定しており、
土木需要も多くなっており積極的な出材依頼
があります。
　当組合では、森林経営計画団地内の搬出間
伐推進により森林所有者皆様への利益還元に
努力していますので、森林経営計画樹立にご
理解ご協力願います。

第1057回　令和元年５月15日　長野県森林組合連合会　北信木材センター
樹種 長さ （ｍ）末口 （㎝）  平均値～高値 （円/㎥）  平均石値 （円） 備　　考

スギ

3.0 16～18 9,000 ～ 13,000 2,500 需要あり、直造材で
20上 11,000 ～ 13,500 3,060 直造材で

4.0
13下 4,500 ～  5,500 1,250 需要あり
22～28 11,500 ～ 14,000 3,200 直造材で
30上 12,000 ～ 18,000 3,340 直造材で

カラマツ 4.0

13下 6,000 ～ 11,000 1,670 需要あり、直造材で
14～18 9,000 ～ 12,500 2,500 需要あり
20上 14,000 ～ 16,000 3,900 需要あり
30上 14,500 ～ 20,000 4,030 需要あり

ヒノキ 4.0  30上 16,000 ～ 56,000 4,450 需要あり
（１石： 0.27826㎥）

災
害
・
無
事
故
５
年
間
を
達
成
し
た
北
部

支
所
北
部
班
の
表
彰
、
令
和
元
年
度
安
全

目
標
に
つ
い
て
は
、
造
林
・
林
産
・
輸

送
・
加
工
工
場
の
17
名
の
班
長
か
ら
昨
年

の
災
害
を
教
訓
と
し
て
発
表
し
て
頂
き
ま

し
た
。
研
修
会
で
は
、
林
業
・
木
材
製
造

業
労
働
災
害
防
止
協
会
長
野
県
支
部
事
務

局
長　

阿
部
勝
彦
様
を
講
師
に
お
迎
え
し
、

「
省
令
改
正
に
伴
う
伐
木
等
作
業
の
安
全

対
策
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
技
能
職
員
の

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
各
種
防
止
規
定
の

遵
守
）
も
含
め
た
ご
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。

本
年
２
月
に
伐
木
等
作
業
に
係
る
労
働
安

全
衛
生
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省

令
が
公
布
さ
れ
８
月
か
ら
施
行
さ
れ

ま
す
の
で
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
に
よ
る
伐

木
等
の
業
務
に
係
る
特
別
教
育
の
統

合
と
チ
ェ
ン
ソ
ー
防
護
衣
の
着
用
の

義
務
付
け
、
受
口
を
作
る
べ
き
立
木

の
胸
高
直
径
が
20
㎝
以
上
に
拡
大
さ

れ
た
事
な
ど
規
則
改
正
の
ポ
イ
ン
ト

の
説
明
と
、
昨
年
度
の
県
内
の
災
害

事
例
に
つ
い
て
も
説
明
頂
き
ま
し
た
。

特
に
、「
作
業
に

対
す
る
勘
・
知

識
・
知
恵
を
持
つ

事
、
執
念
を
も
っ

て
作
業
に
取
組
む

事
、
自
分
に
合
っ

た
切
れ
る
道
具
を

持
ち
仕
事
に
取
組

む
事
な
ど
」
を
経

験
の
中
か
ら
ご
指
導
頂
き
ま
し
た
。

　

組
合
か
ら
の
安
全
衛
生
指
導
を
関
野
専

務
理
事
か
ら
、「
災
害
発
生
ゼ
ロ
を
推
進

す
る
た
め
に
」
と
し
て
、『
昨
年
度
は
休

業
４
日
以
上
の
災
害
発
生
を
０
件
で
終
え

る
事
が
出
来
た
が
、
本
年
度
は
す
で
に
２

件
発
生
し
て
い
る
』
の
で
、「
毎
日
の
体
調

確
認
を
お
互
い
に
す
る
事
、
Ｋ
Ｙ
活
動
と

作
業
内
容
・
作
業
工
程
・
作
業
者
の
配
置

の
情
報
を
班
員
全
員
で
共
有
す
る
事
、
現

場
状
況
と
作
業
に
対
す
る
観
察
力
を
持
つ

事
な
ど
」
に
よ
り
、
人
身
災
害
・
物
損
事

故
の
発
生
は
抑
制
で
き
る
と
考
え
る
の
で
、

安
全
衛
生
推
進
委
員
を
中
心
に
各
支
所
で

も
今
ま
で
以
上
に
災
害
防
止
活
動
に
取
組

む
よ
う
指
導
が
あ
り
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

安全祈願祭

安全衛生研修会

講師の阿部勝彦様

　

従
来
は
、
各
班
長
を
安
全
衛
生
推
進
員

に
任
命
し
活
動
し
て
来
ま
し
た
が
、
各
支

所
の
班
長
・
技
能
職
員
の
意
見
集
約
や
支

所
ご
と
の
安
全
衛
生
活
動
の
活
性
化
を
推

進
す
る
立
場
の
方
を
置
く
必
要
が
あ
る
の

で
新
た
に
安
全
衛
生
推
進
委
員
を
任
命
し
、

安
全
衛
生
研
修
会
（
５
月
14
日
）
の
席
上
、

酒
井
組
合
長
か
ら
各
委
員
に
任
命
書
が
交

付
さ
れ
ま
し
た
。

　

◎
安
全
衛
生
推
進
委
員
名
簿

　
　

・
長
野
支
所　
　

相
澤　

昭
嘉

・
須
高
支
所

　
　

原　
　

弘
明

・
更
埴
支
所

　
　

内
山　

範
彦

・
西
山
支
所

　
　

徳
竹　

正
樹

・
北
部
支
所

　
　

上
田　

和
幸

・
西
山
事
業
所

　
　

丸
山　

雄
二

任
命
書
の
交
付



本所・長野支所／〒380‒0915 長野市大字稲葉字上千田沖134番地２
●本所　TEL 026-217-8822㈹　FAX 026-219-2930

●長野支所（本所併設）　TEL 026-217-1503　　FAX 026-219-1601
須高支所／〒382-0013 須坂市大字須坂746番地イ号
　　　　　　　　　　　　TEL 026-245-3003　FAX 026-245-2515

更埴支所／〒387-0016 千曲市大字寂蒔500番地 1
　　　　　TEL 026-274-1004　FAX 026-272-2216
西山支所／〒381-2405 長野市信州新町新町214番地 1
　　　　　TEL 026-262-2266　FAX 026-262-3281
北部支所／〒389-1312 信濃町大字富濃403番地 1
　　　　　TEL 026-251-7311　FAX 026-255-3995

鬼無里事業所／〒381-4301 長野市鬼無里2552番地
　　　TEL 026-256-2233　FAX 026-256-2234
西山事業所／〒381-3302 小川村大字高府 14 番地 1
　　　TEL 026-269-2124　FAX 026-269-3281

8

編
集
後
記

◇
森
林
経
営
管
理
法
が
本
年
４
月
１
日
施
行

さ
れ
ま
し
た
。
経
営
や
管
理
が
適
切
に
行
わ

れ
て
い
な
い
森
林
に
つ
い
て
、
市
町
村
が
仲

介
役
と
な
り
「
意
欲
と
能
力
の
あ
る
林
業
経

営
者
」
が
経
営
管
理
実
施
権
の
設
定
を
受
け

る
仕
組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
市

町
村
は
林
務
関
係
職
員
の
人
的
余
裕
が
な
い

た
め
管
理
実
施
権
の
設
定
が
い
つ
頃
ま
で
に

出
来
る
か
は
不
透
明
で
す
。

　
　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
市
町
村
や
都
道

府
県
に
配
分
さ
れ
る
森
林
環
境
譲
与
税
に

つ
い
て
は
、
市
町
村
と
緊
密
に
情
報
共
有

し
、
使
途
が
決
ま
ら
な
い
か
ら
と
基
金
の

積
立
に
な
ら
な
い
よ
う
「
補
助
事
業
対
象

外
の
松
く
い
虫
に
よ
る
松
枯
れ
枯
損
木
の

伐
倒
駆
除
な
ど
」
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ

た
事
業
を
提
案
す
る
と
共
に
予
算
化
頂
く

よ
う
お
願
い
し
て
参
り
ま
す
。

◇
今
年
４
月
は
低
温
の
日
が
多
く
遅
霜
等
で

農
作
物
に
被
害
が
、
５
月
は
晴
天
の
日
が

多
く
少
雨
で
後
半
は
猛
暑
に
見
舞
わ
れ
ま

し
た
。
荒
れ
る
梅
雨
と
な
ら
な
い
事
を
祈

り
ま
す
。

（
令
和
元
年
５
月
）

組合からのお知らせ
◇総代・参与委員の改選が行われました
３月25日㈪第７期総代選挙の選挙会が行われ総代200名の当
選が決定されました。任期は、４月１日から2022年３月31日
までの３年間です。総代皆様には総代会に出席頂き議決権の
行使をお願いします。また、参与委員450名の改選も行われま
した。総代・参与委員皆様には、組合員と組合のパイプ役と
してお世話になりますがよろしくお願い致します。

◇名義変更等の届出について
次のような事例が該当する組合員の方は、最寄りの支所等に
ご連絡下さい。
・組合員本人の方の死亡等により、名義人が実在しない方。ま
た、後継者の方が権利を継承されている方。

・引越しや転居等により住所を変更された方。
・山林を売却し権利が別の名義人に移っている方。
・山林を売却したり、購入して所有面積が変更になっている方。

人　
事　
異　
動

■
異
動
　
31
年
4
月
1
日
付

・
副
参
事
兼
会
計
主
任
兼
総
務
課
長

和
田
　
浩
夫
（
会
計
主
任
兼
総
務
課
長
）

・
森
林
づ
く
り
推
進
課
長

赤
松
　
玄
人
（
森
林
づ
く
り
推
進
課
長
兼
西
山
支
所
長
代
理
）

・
須
高
支
所
長

丸
山
　
和
範
（
北
部
支
所
長
）

・
北
部
支
所
長

北
山
　
慎
也
（
長
野
支
所
長
代
理
）

・
長
野
支
所
係
長

金
澤
　
秀
晃
（
長
野
支
所
技
師
）

・
西
山
事
業
所
係
長

酒
井
　
洋
登
（
北
部
支
所
技
師
）

・
長
野
支
所
技
師

和
田
　
優
哉
（
西
山
支
所
技
師
）

■
採
用
（
一
般
職
員
）　

・
長
野
支
所
技
師

木
島
　
宙
士
31
年
４
月
１
日
付

・
須
高
支
所
技
師

福
原
　
清
文
31
年
４
月
１
日
付

・
更
埴
支
所
技
師

佐
枝
藤
奨
大
　
31
年
４
月
１
日
付

・
営
業
企
画
課　
一
級
建
築
士
事
務
所　
技
師

坂
戸
　
雄
世　
元
年
５
月
15
日
付

■
採
用
（
技
能
職
員
）　

・
須
高
支
所

田
辺
慶
太
郎
31
年
４
月
１
日
付

■
退
職
（
一
般
職
員
）

・
須
高
支
所
嘱
託

湯
本
　
　
崇
30
年
11
月
30
日
付

・
須
高
支
所
長

芳
川
　
太
郎
31
年
３
月
31
日
付

■
退
職
（
技
能
職
員
）

・
長
野
支
所

澤
山
　
和
高
30
年
11
月
30
日
付

・
長
野
支
所

小
山
　
法
之
30
年
12
月
27
日
付

・
長
野
支
所

山
田
　
　
雄
30
年
12
月
27
日
付

・
更
埴
支
所

高
橋
　
裕
二
31
年
２
月
28
日
付

・
更
埴
支
所

市
川
　
真
二
31
年
３
月
22
日
付

・
須
高
支
所

駒
津
　
智
彦
31
年
３
月
31
日
付

新
人
職
員
の
紹
介

長
野
支
所
技
師

木
島　
宙
士

　

私
は
、
今
年
の
三
月

に
長
野
県
林
業
大
学
校

を
卒
業
し
、
四
月
か
ら

技
師
と
し
て
長
野
支
所

に
配
属
に
な
り
ま
し

た
。
林
業
大
学
校
で

は
、
一
般
教
養
や
森
林
・
林
業
に
つ
い
て
座

学
の
み
で
は
な
く
実
習
も
行
い
学
ん
で
き
ま

し
た
。
就
職
し
て
か
ら
一
ヶ
月
余
り
が
経

ち
、
ま
だ
慣
れ
な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
が
早

く
仕
事
を
覚
え
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
掛
け
す
る
こ
と

が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
際
は
ご
指

導
い
た
だ
き
改
善
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

須
高
支
所
技
師

福
原　
清
文

　

私
は
、
栄
村
の
秋
山

郷
出
身
で
長
野
県
林
業

大
学
校
を
３
月
に
卒
業

し
、
４
月
１
日
付
で
採

用
と
な
り
須
高
支
所

に
配
属
と
な
り
ま
し
た
。

秋
山
郷
の
風
土
や
環
境
か
ら
自
然
に
か
か
わ

る
仕
事
が
し
た
い
と
思
い
、
長
野
森
林
組
合

に
入
組
し
ま
し
た
。
支
所
管
内
の
道
路
や
地

名
等
を
覚
え
る
こ
と
に
苦
労
し
て
い
ま
す
が
、

支
所
の
先
輩
か
ら
教
わ
り
な
が
ら
日
々
精
進

し
て
い
ま
す
。
皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
す

る
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
仕
事
を

早
く
覚
え
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
努
力
い

た
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

更
埴
支
所
技
師

佐さ

枝え

藤と
う　

奨
大

　

４
月
１
日
付
で
技
師

と
し
て
採
用
と
な
り
、

更
埴
支
所
配
属
と
な
り

ま
し
た
。
林
業
に
携
わ

る
の
は
初
め
て
で
支
所

営
業
企
画
課
一
級
建
築
士

　
　
坂
戸　
雄
世

　

５
月
₁₅
日
付
で
本
所

営
業
企
画
課
の
一
級
建

築
士
と
し
て
採
用
と
な

り
ま
し
た
。
前
職
は
、

設
計
事
務
所
と
自
営
の

建
設
業
を
₃₀
年
程
務
め
て
来
ま
し
た
。
今
ま

で
の
経
験
を
今
後
の
業
務
に
生
か
し
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
環
境
問
題
が
重
要
視
さ

れ
て
い
る
中
で
林
業
の
分
野
が
ど
う
貢
献
し

て
い
け
ば
良
い
の
か
な
ど
、
自
身
に
何
が
出

来
、
何
が
必
要
な
の
か
を
毎
日
の
業
務
の
中

で
考
え
て
居
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
足
り
な
い
事

ば
か
り
で
す
が
ご
指
導
の
程
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

須
高
支
所
技
能
職
員

　
　
田
辺　
慶
太
郎

　

４
月
１
日
付
で
技
能

職
員
と
し
て
採
用
と
な

り
ま
し
た
。
学
生
時
代

は
、
自
然
環
境
・
環
境

保
全
に
つ
い
て
学
ん
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
林
業
の
経
験
が
な

く
、
皆
さ
ま
に
ご
迷
惑
を
か
け
る
事
が
多
い

か
と
思
い
ま
す
が
、
今
ま
で
学
ん
で
き
た
事

を
い
か
し
な
が
ら
「
安
全
第
一
」
で
着
実
に

仕
事
を
覚
え
て
一
日
も
早
く
地
元
の
林
業
に

貢
献
で
き
る
よ
う
に
精
い
っ
ぱ
い
頑
張
り
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

や
、
現
場
で
の
業
務
は
上
司
、
先
輩
方
に
教

え
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
業
務
を
行
う
中

で
は
初
め
て
の
経
験
ば
か
り
で
覚
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
の
多
さ
と
、
大
切

さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。
資
格
と
ノ
ウ
ハ

ウ
を
身
に
着
け
林
業
事
業
へ
の
貢
献
と
、
現

場
と
支
所
で
の
業
務
の
手
順
だ
け
で
は
な
く

森
林
整
備
の
制
度
に
つ
い
て
も
把
握
し
て
森

林
所
有
者
の
方
々
に
説
明
が
出
来
、
信
頼
さ

れ
る
よ
う
な
仕
事
を
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。


